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Phosphoinositide 3-kinase (PI3K) の調節サブユニット N 端側にある nSH2 を、15N ユニフォームラベ

ル化し、CD28 ペプチド滴定 HSQC 実験を行った。CD28 結合に伴う、アミド 1H/15N の化学シフト変化

を計算したところ、基質結合部位から離れたループに位置する、Met364 の値が突出して大きかった。さ

らに化学シフト実験値から、二次構造予測、および random coil index（RCI）を計算した結果、CD28
結合に伴い、Asp421-Pro427 の領域に新たにβストランドの形成が見られ、この Ala414-Pro427 の領域

に加え、Ala360-His365 の領域で、CD28 結合に伴う揺らぎの低下が示唆された。一方、

Saccharomonospora viridis 由来のクチナーゼ Cut190 について、その不活性型となる Cut190*S176A
を 15N ユニフォームラベル化、および 15N-Phe ラベル化し、Ca2+滴定 HSQC 実験を行った。後者試料で、

12 個の Phe のうち 10 個のシグナルが観測され、Ca2+滴定に伴い、いくつかのシグナル変化が観測され、

Ca2+結合に伴う Cut190*S176A の構造変化が示唆された。 
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